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学
力
調
査
の
結
果
を
考
え
る

　

令
和
５
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

が
公
表
さ
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
は
一
斉
に
英
語
の
「
話
す

力
」
「
聞
く
力
」
の
課
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
他

の
教
科
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
小
学
校
（
６
年
生
）
の
算
数
。
出
題
さ
れ

た
問
題
は
、
「
厚
さ
５
セ
ン
チ
の
国
語
辞
典
と
４
セ
ン

チ
の
漢
字
辞
典
を
学
級
の
人
数
28
人
分
並
べ
た
長
さ
を

表
す
式
、
ア
５
×
28
＋
４
×
28
と
イ
（
５
＋
４
）
×
28

に
つ
い
て
、
傍
線
部
分
の
意
味
を
問
う
」
と
い
う
も
の

だ
。
正
解
は
、
ア
が
国
語
辞
典
28
冊
を
並
べ
た
長
さ
、

イ
が
二
つ
の
辞
典
の
厚
さ
を
合
わ
せ
た
長
さ
で
あ
る

が
、
正
答
率
は
70
・
５
％
だ
っ
た
。

　

国
語
は
ど
う
だ
ろ
う
、
令
和
４
年
度
の
調
査
の
例
に

な
る
が
、
「
録
画
」
「
反
省
」
「
親
し
む
」
の
漢
字
の
書

き
取
り
の
問
題
で
、
正
し
く
書
け
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

65
・
３
％
、
58
・
９
％
、
67
・
２
％
だ
っ
た
。

　

算
数
も
国
語
も
３
人
に
１
人
が
正
答
出
来
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
例
で
学
力
全
体
の
評
価
を

断
定
し
て
は
な
ら
な
い
が
、
前
記
の
問
題
が
基
礎
的
基

本
的
な
問
題
だ
け
に
、
我
が
国
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習

状
況
が
気
に
か
か
る
の
で
あ
る
。

　

文
科
省
は
、
算
数
に
つ
い
て
は
「
示
さ
れ
た
日
常
生

活
の
場
面
を
解
釈
し
て
数
量
の
関
係
を
捉
え
、
問
題
の

解
決
方
法
を
式
や
言
葉
を
用
い
て
説
明
で
き
る
よ
う
な

力
に
課
題
が
あ
る
」
、
国
語
に
つ
い
て
は
「
日
常
生
活

に
お
い
て
日
記
を
書
く
場
面
な
ど
で
漢
字
を
使
う
こ
と

を
意
識
し
た
取
り
組
み
、
漢
字
を
使
お
う
と
す
る
習
慣

を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
指
導
を
一
層
徹
底

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

的
を
射
た
指
摘
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
自

身
の
努
力
と
指
導
者
の
親
身
の
指
導
が
必
要
だ
。

　

そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
「
ゆ
と
り
」
の
あ
る
学
習
・

教
育
環
境
が
不
可
欠
で
、過
重
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
是
正
、

教
師
の
多
忙
な
勤
務
状
況
の
改
善
な
ど
の
施
策
は
急
務

で
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
に
「
分
か
る
こ
と
」
の
喜
び
や

達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
よ
う
な
教
材
の
役
割
も
大
き
い
。

　

全
体
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
我
が
国
の
義

務
教
育
だ
が
、
油
断
は
禁
物
で
あ
る
。

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会
会
長

辻
村
　
哲
夫
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第
37
期
学
校
教
材
調
査
会
（
中
学
校
）
で
は
、
当
事
業
の
メ
イ
ン
と
な
る
各
社

別
研
究
会
を
、
８
月
18
日
～
９
月
３
日
に
「
協
会
会
議
室
」
と
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

市
ヶ
谷
」、「
出
版
ク
ラ
ブ
」
で
開
い
た
。
各
教
科
１
～
２
日
・
計
４
日
間
で
、
の

べ
１
０
７
名
の
編
集
者
が
参
加
し
、
調
査
委
員
か
ら
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
っ
た

ほ
か
、
編
集
者
と
教
材
作
成
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
研
究
協
議
を
行
っ
た
。

日
第
37
期
学
校
教
材
調
査
会　

各
社
別
研
究
会
を
開
催

教
材
の
質
的
向
上
に
つ
な
げ
る

を
重
ね
て
き
た
。

　

調
査
は
、
学
者
や

中
学
校
の
教
師
等

で
構
成
さ
れ
た
委

員
21
名
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
、
そ
の
結

果
は
、
調
査
を
担
当

し
た
委
員
が
教
材

毎
に
「
調
査
結
果
一

覧
表
」
に
ま
と
め
、

各
社
別
研
究
会
に

先
立
っ
て
出
版
社

別
に
提
示
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
そ
の
「
調

査
結
果
一
覧
表
」
を

基
に
、
実
際
に
調
査

し
た
教
材
を
見
な
が

ら
、
委
員
か
ら
編
集
趣
意
書
と
の
整
合
性
や
学
習
指

導
要
領
と
の
関
連
、
企
画
内
容
な
ど
に
つ
い
て
の
指

導
や
改
善
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ
か
、
各
社
か
ら
の

　

第
37
期
学
校
教
材
調
査
会
は
、
教
材
の
質
的
向
上
に

つ
な
げ
る
べ
く
、
２
０
２
３
年
度
版
中
学
校
図
書
教
材

を
対
象
に
、
学
習
指
導
要
領
や
指
導
要
録
、
そ
れ
に
基

づ
く
新
教
科
書
と
の
整
合
性
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育

へ
の
対
応
や
期
待
さ
れ
る
図
書
教
材
の
役
割
な
ど
を

勘
案
し
、
教
科
別
に
「
調
査
基
準
」
を
作
成
し
て
調
査

研
究
を
行
っ
た
。

　

今
期
は
、
日
図
協
加
盟
出
版
社
８
社
が
参
加
し
、
５

教
科
（
国
語
科
、
社

会
科
、
数
学
科
、
理

科
、
英
語
科
）
の
教

材
の
調
査
を
行
っ

た
。
分
科
会
は
教
科

毎
に
月
１
回
程
度
の

ペ
ー
ス
で
開
催
し
、

学
校
現
場
の
現
状
な

ど
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
や
調
査
の
共
通

の
視
点
と
な
る
調
査

基
準
に
つ
い
て
検
討

（理科）（英語科）

（国語科）
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質
問
等
へ
の
回
答
も
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
丁
寧
に

伝
え
ら
れ
た
。

　

各
教
科
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
の
特
徴
に
関
す
る

こ
と
や
作
成
す
る
際
の
疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
さ
れ
た
ほ
か
、
今
後
求
め
ら
れ
る
教
材
に
つ
い
て

も
委
員
と
編
集
者
で
熱
心
な
協
議
が
行
わ
れ
、
充
実
し

た
各
社
別
研
究
会
と
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
調
査
結
果
を
ふ
ま
え
、
各
委
員
に
よ
り
「
総

括
調
査
報
告
書
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
参
加
出
版
社
に
送

付
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

加
盟
出
版
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

□
あ
か
つ
き
教
育
図
書
㈱
□

　

弊
社
定
時
株
主
総
会
並
び
に
取
締
役
会
に
お

き
ま
し
て
、
次
の
通
り
代
表
取
締
役
社
長
が
選

任
さ
れ
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

代
表
取
締
役
社
長　
　
　
　

東
谷　

典
尚

８
月
２
日
・
３
日

全
文
科
省
「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
出
展

　

全
図
協
で
は
、
文
科
省
土
曜
学
習
応
援
団
へ
の
協
力

の
一
環
と
し
て
「
こ
ど
も
霞
が
関
見
学
デ
ー
」
で
の
出

展
を
行
っ
た
。

　

今

年

度

は
、

昨

年

ま

で

の

ブ
ー
ス
出
展
と

は
異
な
り
、
会

場
の
文
科
省
ロ

ビ
ー
に
お
い
て
、

来
場
者
へ
向
け

た
ポ
ス
タ
ー
（
全

図
協
の
組
織
や

各
都
道
府
県
協

会
の
活
動
紹
介
）

を
展
示
し
た
ほ

か
、
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
図
書
教
材
の

「
校
正
体
験
」
を
実
施
し
た
。

（上：社会科、下：数学科）

文科省「こども霞が関見学デー」

※
10
・
11
月
号
の
２
回
に
わ
た
り
、
各
教
科
の
専
門

委
員
に
よ
る
総
括
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
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多
く
の
子
ど
も
や
保
護
者
に
閲
覧
・
参
加
し
て
も
ら

い
、
教
材
及
び
学
校
直
販
業
界
の
認
知
に
繋
が
る
活
動

と
な
っ
た
。

８
月
19
日

日
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
勉
強
会
「
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ネ
ク

ス
ト
ス
タ
デ
ィ
」
第
６
回
を
開
催

　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
井
寛
代
表
）
で
は
、
ネ
ク
ス
ト

ス
タ
デ
ィ
を
福
岡
市
「
八
仙
閣
」
で
開
い
た
。

　

当
日
は
、「
自
分
た
ち
が
目
指
す
学
校
業
界
と
は
？
」

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
自
分
の
価
値
を
高
め
よ
う
！
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
会

員
販
売
店
、
加
盟
出
版
社
、
全
図
協
事
務
局
よ
り
約
50

名
が
参
加
し
、
全
図
協
・
渡
部
竜
士
専
務
理
事
に
よ
る

「
変
化
す
る
教
育
行
政
、
そ
し
て
私
た
ち
は
何
を
提
案

す
る
か
」
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
高
野
哲
久
小
学
部
会
長

に
よ
る
「
私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
令
和
の
日
本
型

教
育
と
は
？
」
と
題
し
た
講
演
会
と
、
参
加
者
に
よ
る

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

８
月
23
日
・
24
日

全
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
及
び
電
子
帳
簿
保
存
法
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催

　

全
図
協
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
及
び
電
子
帳
簿
保

存
法
に
関
す
る
説
明
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
い
た
。

　

２
日
間
で
会
員
販
売
店
、
加
盟
出
版
社
か
ら
合
計

約
２
５
０
名
が
参
加
し
、
全
図
協
顧
問
税
理
士
の
斎

藤
総
合
税
理
士
法
人
・
兼
原
匠
先
生
よ
り
、
日
頃
の

業
務
に
関
わ
る
部
分
を
中
心
に
、
概
要
説
明
と
事
前

に
参
加
者
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
対
す
る
回
答
等

を
行
っ
た
。

日本教材学会

第 35回研究発表大会（オンライン大会）

日本教材学会の今年度の研究発表大会、「第 35 回

研究発表大会」は、新型コロナウィルス感染症が

落ち着いてきてはおりますが、諸般の準備の都合

上、昨年度に引き続いてオンライン開催となりま

す。ぜひご参加ください。

❐開 催 日：2023 年 10 月 21 日（土）〜 22 日（日）

❐開催方法：Zoom 開催（オンライン研究発表大会）

❐主な内容：

　▽研究発表（口頭発表）、研究プロジェクト発表

　▽シンポジウム

　　「近未来の教材を考える」「近未来の教材を考える」

『研究発表要旨集』は

当学会ホームページにて閲覧できます。

閲覧にはパスワードが必要です。閲覧希望の

方は 10 月 17 日（火）〜 19 日（木）にパ

スワードをお知らせしますので、下記あてに

メールで、所属とご氏名をお知らせください。

＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊   お問い合わせお問い合わせ  ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

日本教材学会事務局日本教材学会事務局

e-mail：kyozai-gakkai@nit.or.jpe-mail：kyozai-gakkai@nit.or.jp

日程・内容等の詳細はホームページをご覧ください。日程・内容等の詳細はホームページをご覧ください。

http://www.kyozai-gakkai.jp/http://www.kyozai-gakkai.jp/

メールにてメールにて

お問い合わせお問い合わせ

ください。ください。

８
月
26
日

全
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
（
広
島
大
会
）

　

全
図
協
ブ
ー
ス
出
展

　

全
図
協
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
事
業
の
一
環
と
し

て
、
広
島
県
で
開
催
さ
れ
た
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大

会
（
参
加
総
数
約
７
千
人
） 
の
全
体
会
（
広
島
市
「
広

島
県
立
総
合
体
育
館
」
）
で
ブ
ー
ス
出
展
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
方
に
対
し
①
販
売
店
や
出

版
社
が
学
校
教
育
を
支
え
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
も
ら
う
、
②
図
書
教
材
が
教
育
現
場
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
―
こ
と

を
目
的
と
し
て

い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
の
影
響
も

あ
り
、
全
図
協

の
ブ
ー
ス
出
展

は
４
年
ぶ
り
と

な
っ
た
。

　

当
日
は
、
地

元
の
広
島
県
協

会
の
販
売
店
を

日本ＰＴＡ全国研究大会（広島大会）
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協会名 小学校 中学校 小・中学 計

北 海 道 196,357 182,285 378,642

青 森 106,068 95,276 201,344

岩 手 131,572 77,070 208,642

秋 田 101,017 57,692 158,709

山 形 88,657 85,650 174,307

宮 城 149,297 86,213 235,510

福 島 201,499 116,827 318,326

茨 城 399,400 192,935 592,335

栃 木 254,774 139,325 394,099

群 馬 96,269 142,841 239,110

埼 玉 692,065 405,112 1,097,177

千 葉 253,289 282,997 536,286

東 京 914,227 - 914,227

山 梨 13,934 - 13,934

静 岡 224,435 143,121 367,556

三 重 150,757 131,158 281,915

長 野 145,547 109,469 255,016

新 潟 84,932 56,655 141,587

富 山 36,375 39,788 76,163

石 川 58,662 47,952 106,614

福 井 63,043 37,591 100,634

京 都 99,830 37,791 137,621

奈 良 64,794 109,965 174,759

大 阪 小 158,122 - 158,122

大 阪 中 - 104,124 104,124

和 歌 山 83,335 43,548 126,883

兵 庫 198,781 79,938 278,719

広 島 333,656 221,833 555,489

鳥 取 67,424 59,803 127,227

島 根 83,814 57,920 141,734

山 口 131,173 126,782 257,955

徳 島 42,938 44,666 87,604

愛 媛 34,780 76,751 111,531

高 知 41,316 21,257 62,573

福 岡 367,980 399,771 767,751

佐 賀 90,798 33,471 124,269

長 崎 126,094 49,824 175,918

熊 本 253,988 122,020 376,008

大 分 116,558 73,416 189,974

宮 崎 68,244 34,825 103,069

鹿 児 島 168,587 91,584 260,171

合 計 6,894,388 4,219,246 11,113,634

2023 年度 拠出金一覧表
（小学校１学期・中学校前期）

（円）

　会員販売店と加盟出版社を対象とした体系

的な研修制度『教材士研修制度・基礎コース

講座』（オンデマンド形式）を実施しています

（今年度の期間：2024 年３月末まで）。

特にＩＣＴ関係の講座では、最新の情報を盛

り込むなどリニューアルしていきます（９月

中予定）。

　申し込み受付中ですので、社内研修等の一

環として是非ご活用ください。申し込みは協

会ホームページ（会員ページ）からお願いし

ます。

教材士研修制度教材士研修制度
基礎コース講座基礎コース講座

今年度も今年度も
実施中！実施中！

中
心
に
、
図
書
教
材
見
本
や
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
展
示
、

チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
う
と
と
も
に
、
図
書
教
材
の
流
通

形
態
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ブ
ー
ス
に

立
ち
寄
ら
れ
た
来
場
者
の
方
に
図
書
教
材
や
学
校
直

販
業
界
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
機

会
と
な
っ
た
。

８
月
30
日

日
小
学
校
編
集
部
長
会
を
開
催

　

小
学
校
編
集
部
長
会
（
幹
事
長
・
山
口
直
人
教
育
同

人
社
学
校
教
材
本
部
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
で

は
、
第
３
回
部
長
会
を
「
協
会
会
議
室
」
で
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
教
著
協
と
の
協
議
、
共
同
許
諾
申
請
、

デ
ジ
タ
ル
教
材
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
研
究
、
教
材
の
複

製
や
公
衆
送
信
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
公

務
支
援
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
、
広
報
活
動
等
に
つ
い
て

状
況
確
認
と
検
討
を
行
っ
た
。

９
月
７
日

全
拠
出
金
、

　

小
学
校
１
学
期
分
と
中
学
校
前
期
分

　

１
、
１
１
１
万
円
を
41
協
会
へ
還
元
送
金

　

拠
出
金
の
２
０
２
３
年
度
小
学
校
１
学
期
分
６
８

９
万
４
、
３
８
８
円
、
中
学
校
前
期
分
４
２
１
万
９
、

２
４
６
円
、
合
計
１
、
１
１
１
万
３
、
６
３
４
円
を
事

務
局
よ
り
関
係
協
会
へ
還
元
送
金
し
た
。

　

小
学
校
は
昨
年
比
１
・
84
％
減
、
中
学
校
は
昨
年
比

２
・
42
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
集
金
に
あ
た
っ
て
は
、
小
学
校
は
加
盟
７
社
、

中
学
校
は
加
盟
９
社
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
い
る
。
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

　

今
回
ご
紹
介
す
る
『
Ｍ
ｙ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｓ
ｓ 

３
６
５
』
（
以
下
：
『
マ
イ
コ
ン
パ
ス
』
）
は
、
中
学
生

用
の
生
活
ノ
ー
ト
で
す
。

　

弊
社
で
こ
れ
ま
で
刊
行
し
て
い
た
生
活
ノ
ー
ト
は
、

学
校
生
活
を
送
る
上
で
時
間
割
や
持
ち
物
を
確
認
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
生
徒

の
日
常
は
学
校
生
活
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒

自
身
が
自
分
の
現
状
を
把
握
し
、
そ
れ
を
基
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
生
活
ノ
ー
ト
を
作
る
、
そ
れ
が

『
マ
イ
コ
ン
パ
ス
』
の
出
発
点
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
た
め
に
も
、
マ
イ
コ
ン
パ
ス
で
は
、
生
徒
の
生
活
を

と
こ
と
ん
見
え
る
化
す
る
こ
と
を
重
視
し
ま
し
た
。

生
活
ノ
ー
ト
で
か
わ
る

　
　
　
　
　

自
分
が
わ
か
る

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 162 回

１
．
ふ
り
返
り
の
重
要
性

　

試
験
に
向
け
て
勉
強
を
し
た
い
、
部
活
動
で
良
い
成

績
を
残
し
た
い
な
ど
、
生
徒
が
目
標
を
立
て
て
計
画
を

立
て
る
場
面
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
計
画
を
立

て
た
こ
と
で
「
や
っ
た
つ
も
り
」
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
『
マ
イ
コ
ン
パ
ス
』
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
Ｐ
：
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｎ
（
計
画
を
立
て
る
）
→
Ｄ
：
Ｄ
Ｏ
（
実
行
す
る
）
→

Ｃ
：
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
・
検
証
す
る
）
→
Ａ
：
Ａ
Ｃ

Ｔ
（
改
善
す
る
）
。
も
と
も
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
で

使
わ
れ
て
い
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
す
が
、
学
校
現

場
で
も
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
を
見
つ
め
直
し
、

成
長
し
て
い
く
手
段
と
し
て
活
用
で
き
る
と
考
え
ま

し
た
。

　

使
い
方
と
し
て
は
、
生
徒
が
自
分
は
ど
の
よ
う
に
な

り
た
い
の
か
、
何
を
し
た
い
の
か
を
考
え
、
一
年
の
目

標
、
一
カ
月
の
目
標
を
立
て
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
た
め

に
は
毎
日
を
ど
う
過
ご
す
と
よ
い
の
か
を
考
え
、
一
週

間
分
の
計
画
を
書
き
込
み
ま
す
。
次
に
、
毎
日
の
行
動

を
記
録
し
ま
す
。
そ
し
て
、
一
日
毎
、
一
週
間
毎
に
、

何
が
で
き
て
何
が
で
き
な
か
っ
た
か
を
ふ
り
返
り
、
次

の
週
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
を
積
み
上
げ
て
い

く
こ
と
で
、
自
分
の
生
活
を
一
日
単
位
で
把
握
し
、
見

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
日
、
一
週
間
、
一
カ
月
、

一
年
と
、
定
期
的
に
ふ
り
返
り
を
す
る
こ
と
で
、
計
画

を
整
理
し
、
見
直
し
、
再
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

あかつき教育図書㈱

『Ｍｙ Ｃｏｍｐａｓｓ ３６５』

あかつき教育図書㈱

編集部　生活ノート担当

▲年間予定表と月間予定表

目標 ・ 予定だけでなく、 できたこと ・ やり残したこと

なども書き入れることで、 次の月、 次の年につなげ

ます
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

場
所
や
連
絡
方
法
、
用
意
し
て
お
く
も
の
な
ど
の
欄
が

あ
り
ま
す
。
生
活
ノ
ー
ト
は
毎
日
持
ち
歩
く
も
の
で
す

の
で
、
事
前
に
書
き
込
ん
で
お
く
こ
と
で
、
緊
急
時
に

確
認
で
き
、
慌
て
ず
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

『
マ
イ
コ
ン
パ
ス
』
を
使
い
、
生
徒
の
毎
日
の
行
動

を
記
録
し
て
生
活
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
「
ふ
り
返
り
」
の
習
慣
が
つ
き
、
目
標
達
成

へ
の
自
信
と
意
欲
が
身
に
つ
き
ま
す
。
『
マ
イ
コ
ン
パ

ス
』
は
、
「
や
り
た
い
こ
と
」
を
「
や
っ
た
こ
と
」
に

変
え
る
、
そ
の
手
助
け
と
な
る
一
冊
で
あ
り
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
羅
針
盤
（
コ
ン
パ
ス
）
に
な
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

２
．
日
常
生
活
の
見
え
る
化

　

『
マ
イ
コ
ン
パ
ス
』
の
大
部
分
は
、
毎
日
記
入
す
る

週
間
予
定
表
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
一
日
の
予
定
・
計
画
を

立
て
、
計
画
通
り
に
一
日
を
過
ご
せ
た
の
か
、
一
日
の

終
わ
り
に
確
認
で
き
ま
す
。

　

一
日
の
計
画
は
、
図
１
の
よ
う
に
一
時
間
単
位
で
、

起
き
る
時
間
、
寝
る
時
間
、
勉
強
の
時
間
、
読
書
の
時

間
な
ど
を
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
一

日
の
終
わ
り
に
は
、
計
画
通
り
過
ご
せ
た
な
ら
ば
、
手

軽
に
□
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
計
画
と
違
っ
た
ら
、
ど
ん

な
こ
と
を
し
た
か
書
き
込
み
ま
す
。

　

ま
た
、
図
２
の
よ
う
に
、
勉
強
、
運
動
、
睡
眠
、
メ
デ
ィ

ア
（
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
な
ど
）
の
一
日
の
時
間
を
決
め

て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
実
際
の
時
間
も
記
録
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
自
分
の
時
間
の
使
い
方
を
客
観

的
に
ふ
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
初
め
か
ら
し
っ
か
り
計
画
を
立
て
、
計
画

通
り
に
生
活
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で

す
。
ま
ず
は
、
や
っ
た
こ
と
（
Ｄ
Ｏ
）
や
勉
強
、
運
動
、

睡
眠
、
メ
デ
ィ
ア
の
実
際
の
時
間
を
書
き
込
む
こ
と
か

ら
始
め
る
だ
け
で
も
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し

て
い
る
の
か
が
一
目
で
わ
か
り
、
時
間
を
意
識
し
た
生

活
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

３
．
記
録
と
し
て
の
生
活
ノ
ー
ト

　

『
マ
イ
コ
ン
パ
ス
』
は
、
図
３
の
よ
う
に
、
生
徒

の
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
記
録
す
る
ペ
ー
ジ
を

作
り
、
見
返
し
た
と
き
の
資
料
的
役
割
も
付
帯
し
ま

し
た
。

　

長
期
休
み
や
定
期
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、「
（
夏
）
休

み
の
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
」
、
「
定
期
テ
ス
ト
の
学
習
計
画
」
の

ペ
ー
ジ
を
用
意
し
、
週
間
予
定
表
の
ペ
ー
ジ
と
同
様

に
、
計
画
を
立
て
、
で
き
た
こ
と
・
で
き
な
か
っ
た
こ

と
の
ふ
り
返
り
を
し
て
次
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

読
ん
だ
本
を
ふ
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
「
読
書
の
記

録
」
、
毎
日
の
出
来
事
を
メ
モ
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

る
「
１
行
Ｄ
ｉ
ａ
ｒ
ｙ
」
、
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
記
録
し
て
お
け
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
シ
ー

ト
」
の
ペ
ー
ジ
も
用
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
緊
急
時
の
備
え
」
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
避
難

▼図２　一日の plan ＆ do_2

勉強 ・ 運動 ・ 睡眠 ・ メディア

の時間も記録できます

▲図１　一日の plan ＆ do_1

手軽に書き込めるように□(チェッ

クボックス ) をつけました

▲図３　その他のページ

生徒のさまざまな生活をふり返ることができます
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

（３）適格請求書の交付義務等（３）適格請求書の交付義務等

　適格請求書発行事業者は、国内において課税資産の譲渡等を行った場合、相手方（課税事業

者に限る）から適格請求書の交付を求められたときには、適格請求書の交付義務が課されます。

ただし、次のような取引については、交付義務が免除されます。

　①１回の取引における税込価額が３万円未満の公共交通機関による旅客の運送

　②卸売市場において行われる生鮮食料品の委託販売

　③農協や漁協に委託して行われる農林水産物の販売

　④３万円未満の自動販売機などでの販売

　　（飲食料品の販売の他、コインロッカーやコインランドリーなど）

　⑤郵便切手による郵便サービス

（４）仕入税額控除の要件（４）仕入税額控除の要件

　インボイス制度の下では、一定の事項が記載された帳簿及び適格請求書等の保存が仕入税額

控除の要件となります。ただし、適格請求書等の交付を受けることが困難であるなどの理由に

より、次のような取引については一定の事項を記載した帳簿のみの保存で仕入税額控除が認め

られます。

　①交付義務が免除される取引　［Ⅰ－１（３）①④⑤］

　②入場券等が使用の際に回収される取引

　③古物商や質屋等が適格請求書発行事業者以外から仕入れる古物、質物等

　④宅地建物取引業者が適格請求書発行事業者以外から仕入れる建物

　⑤適格請求書発行事業者以外から仕入れる再生資源及び再生部品

　⑥従業員等に支給する出張旅費等

Ⅰ－２　インボイス制度導入後における経過措置等

　インボイス制度が導入されることにより適格請求書発行事業者以外（免税事業者・消費者な

ど）から行った課税仕入れ等について、仕入税額控除ができなくなること及び実務上の負担軽

減の観点から以下のような経過措置等が設けられています。

（１）適格請求書不要となる少額特例（１）適格請求書不要となる少額特例

　税込１万円未満の課税仕入れについて、要件を満たす事業者は一定の事項を記載した帳簿の

みで仕入税額控除が可能となります。

　［対象事業者］基準期間の課税売上高が１億円以下又は特定期間の課税売上高が５千万円以下

　［対 象 期 間］令和５年 10 月１日～令和 11 年９月 30 日（６年間）

（２）少額な適格返還請求書の交付免除（２）少額な適格返還請求書の交付免除

　適格請求書発行事業者は、課税取引にかかる適格請求書の発行義務と同様、取引後の値引等

に対して適格返還請求書の発行及び交付が義務付けられています。ただし、事業者の事務処理

負担を軽減するため、税込１万円未満の値引等については、適格返還請求書の交付が不要となっ

ています。

　［対象事業者］すべての事業者

　［対 象 期 間］令和５年 10 月１日以降～（期間設定無し）

➋
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

　10 月から開始されるインボイス制度と電子帳簿保存法について、販売店の業務

に関わる部分を中心に、日図協の顧問税理士事務所の斎藤総合税理士法人より解説

していただきました。

Ⅰ－１　インボイス制度の開始

　令和５年 10 月より開始されるインボイス制度（正式名称：適格請求書等保存方式）とは、

複数税率に対応した仕入税額控除の方式のことであり、インボイス制度導入後は、一定の要件

を満たした適格請求書（インボイス）を売り手が買い手に発行し、双方が保存することで消費

税の計算において、仕入税額控除が可能となります。

　●消費税計算方法

（１）適格請求書の発行（１）適格請求書の発行

　適格請求書を発行できるのは、適格請求書発行事業者のみです。インボイス制度開始から適

格請求書発行事業者となるためには、令和５年９月 30 日までに登録申請が必要となり、適格

請求書発行事業者の登録が可能なのは、消費税課税事業者のみとなっておりますので、消費税

免税事業者は登録申請ができません。

（２）適格請求書の記載事項について（２）適格請求書の記載事項について

　次の事項が記載された書類で、様式は法令又は通達等で定められておらず、必要な事項が記

載されたものであれば名称を問いません（請求書、納品書、領収書、レシート等）。

　また、必要な事項が記載されていれば手書きであっても該当します。

①適格請求書発行事業者の氏名又は名称

　及び登録番号

②取引年月日

③取引内容（軽減税率対象である旨）

④税率ごとに区分して合計した対価の額

　（税抜又は税込）及び適用税率

⑤税率ごとに区分した消費税額等 ※

⑥書類の交付を受ける事業者の氏名また

　は名称

●適格請求書イメージ（国税庁資料より）

➊

※⑤税率ごとに区分した消費税額等の端数処

理は、一の適格請求書につき、税率ごと

に１回ずつとなります。

消費税額
（納付税額）

仕入税額控除

課税売上げに
係る消費税額
（売上税額）

課税仕入れ等に
係る消費税額
（仕入税額）

＝ －

インボイス制度と電子帳簿保存法についてインボイス制度と電子帳簿保存法について

5
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

➍

Ⅱ　電子帳簿保存法の改正

　改正の内容については、大きく分けて①電子帳簿等保存、②スキャナ保存、③電子取引デー

タの保存の３種類に区分されますが、①及び②に関しては事業者の任意となっております。

　多くの事業者に影響がある③電子取引データの保存に関する概要は次の通りです。

　所得税及び法人税の保存義務者が取引情報を電磁的方式により授受する取引（電子取引）

を行った場合には、その取引情報を一定の保存要件を満たしたうえで、電磁的記録により

保存しなければならないという制度です。

　具体的に電子取引とは、注文書、契約書、領収書、見積書その他これに準ずる書類に記

載される取引情報を、ＥＤＩ取引、インターネット等による取引、電子メールにより取引

情報を授受する取引、インターネット上のサイトにおいて取引情報を授受する取引等をい

います。

【原則：電子取引データの保存要件】【原則：電子取引データの保存要件】

　

　　

⇒

①～④のいずれかを行うこと及び

　

　　　⑤～⑦の措置を行うこと

【緩和措置：検索機能を不要とする措置】【緩和措置：検索機能を不要とする措置】

　税務調査等の際に電子取引データの「ダウンロードの求め（データ提供）」に応じることが

できるようにしている場合、以下の対象者は検索機能を不要とすることができます。

　・基準期間（２課税年度前）の売上高が５千万円以下の事業者

　・電子取引データをプリントアウトした書面を、取引年月日及び取引先ごとに整理された状

　　態で提示提供できる事業者

【猶予措置：すべての要件を不要とする措置】【猶予措置：すべての要件を不要とする措置】

　以下の要件をいずれも満たしている場合、保存要件に沿った対応は不要となり、単純に電子

取引データを保存しておくことができます。

　・要件にしたがって電子取引データを保存できなかったことについて、所轄税務署長が「相

　　当の理由がある」と認める場合（事前申請は不要）

　・税務調査の際に電子取引データの「ダウンロードの求め」及び電子取引データをプリント

　　アウトした書面の提示提供に応じることができる場合

①タイムスタンプが付された後、取引情報の授受を行う

②取引情報の授受後、速やかにタイムスタンプを付す

③記録事項の訂正削除を行うことができないシステムなどで、取引情報の授受・保存

を行う

④訂正削除の防止に関する事務処理規程を定め、規程に沿った運用を行う

⑤保存場所に、パソコン等、プログラム、ディスプレイ、プリンタ及び操作説明書を

備え付け、電磁的記録を画面、書面に速やかに出力できるようにする

⑥電子計算機処理システムの概要書を備え付ける

⑦検索機能を確保する（取引年月日、取引先、金額等による検索）
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

（３）免税事業者等からの課税仕入れに対する仕入税額控除の特例（３）免税事業者等からの課税仕入れに対する仕入税額控除の特例

　免税事業者等の適格請求書発行事業者以外から行った課税仕入れは、原則として仕入税額控

除の適用を受けることができません。ただし、一定の期間は当該課税仕入れについても仕入税

額相当額の一定の割合を控除できる経過措置が設けられています。

適用期間 控除割合

令和５年10月１日～令和８年９月30日 仕入税額の 80％

令和８年10月１日～令和11年９月30日 仕入税額の 50％

Ⅰ－３　その他留意事項

　取引の都度、請求書や領収書が交付されない取引について、原則は適格請求書の発行保存が

必要となりますが、適格請求書として必要な記載事項は、一の書類だけですべてが記載されて

いる必要はなく、複数の書類で記載事項を満たしていれば全体として適格請求書の要件を満た

すこととなります。

　家賃の支払いなどその都度の請求書等の交付が無い場合は、適格請求書の一部が記載された

契約書と併せて、不足事項（登録番号等）に関する覚書や客観的事実を証する書類（通帳など）

を保存しておくことで、仕入税額控除の要件を満たすこととなります。

❸

　より詳しい解説をご覧になりたい方は、右の

二次元コードより国税庁のホームページにあり

ます特設サイトをご確認ください。

インボイス制度
特設サイト

電子帳簿保存法
特設サイト

インボイス制度と電子帳簿保存法についてインボイス制度と電子帳簿保存法について

●経過措置イメージ（国税庁資料より）

15

5
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

　

教
材
費
の
公
費
立
て
替
え
払
い
の
状
況
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

◆
新
潟
県
協
会
（
加
藤
正
章
会
長
）

　

役
員
改
選
、
新
会
長
に
吉
田
直
哉
氏

　

①
７
月
29
日
、
②
長
岡
市
「
ア
オ
ー
レ
長
岡
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
」
、
③
学
宝
社
・
高
橋
政
和
営
業
部
長
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
。

　

役
員
改
選
を
行
い
、
新
会
長
に
吉
田
直
哉
氏
、
中
学

部
会
長
に
加
藤
正
章
氏
を
選
任
。

◆
石
川
県
協
会
（
石
野
一
樹
会
長
）

　

業
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

①
７
月
30
日
、
②
加
賀
市
「
加
賀
片
山
津
温
泉　

佳

水
郷
」
、
③
教
育
同
人
社
・
徳
重
弘
樹
取
締
役
営
業
本

部
長
。

　

特
別
支
援
学
級
の
教
師
用
書
の
取
り
扱
い
、
今
年
度

の
研
修
事
業
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
。

◆
山
梨
県
協
会
（
山
田
茂
会
長
）

　

就
学
支
援
特
別
事
業
の
継
続
実
施
を
承
認

　

①
８
月
１
日
、
②
甲
府
市
「
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン

タ
ー
」
。

　

就
学
支
援
特
別
事
業
と
し
て
、
今
年
度
も
（
公
財
）

山
梨
み
ど
り
奨
学
会
へ
寄
付
を
行
う
こ
と
を
承
認
。
全

図
協
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
報
告
。

◆
高
知
県
協
会
（
井
上
博
文
会
長
）

　

全
図
協
事
業
へ
の
協
力
を
確
認

　

①
８
月
１
日
、
②
高
知
市
「
ち
よ
り
街
テ
ラ
ス
」
、

③
正
進
社
・
田
代
和
彦
営
業
部
次
長
。

◆
岐
阜
県
協
会
（
横
井
敏
三
会
長
）

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
に
つ
い
て
意
見

　

交
換

　

①
７
月
25
日
、
②
岐
阜
市
「
鵜
匠
の
家　

す
ぎ
山
」
、

③
学
宝
社
・
高
橋
政
和
営
業
部
長
。

　

各
支
部
や
事
業
委
員
会
か
ら
活
動
報
告
。
希
望
品
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

◆
栃
木
県
協
会
（
伊
藤
勉
会
長
）

　

小
規
模
校
対
策
の
継
続
実
施
を
承
認

　

①
７
月
29
日
、②
宇
都
宮
市「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
」。

　

今
年
も
販
売
店
支
援
事
業
と
し
て
、
小
規
模
校
対
策

を
継
続
実
施
し
て
い
く
方
針
を
承
認
。

◆
神
奈
川
県
（
小
学
）
協
会
（
後
藤
委
弘
会
長
）

　

業
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換

　

①
７
月
29
日
、
②
横
浜
市
「
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
横
浜
」
、
③
日
本
標
準
・
森
田
祐
樹
営
業
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。

［
①
開
催
月
日
、
②
開
催
場
所
、
③
出
版
社
（
代
表
）
と
事
務

局
な
ど
の
出
席
者
］

※　

７
～
８
月
に
開
催
さ
れ
た
各
都
道
府
県
協
会
の

総
会
の
様
子
を
２
回
に
分
け
て
報
告
し
ま
す
（
出

席
会
員
数
は
10
月
号
の
「
都
道
府
県
協
会
の
総
会

を
ふ
り
返
っ
て
」
で
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
）
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

都
道
府
県
協
会
総
会
報
告
【
２
】

B5版　128ページ　定価2,200円（税込）

主体的学習における教師の「指導」主体的学習における教師の「指導」
ー学習のための指導・学習のための評価ーー学習のための指導・学習のための評価ー

“内容を教える”教師の姿を超える!“内容を教える”教師の姿を超える!
勝見 健史 著

国語科

主体的学習のコツが分かる1冊

子どもの主体性を育む
ポイントが知りたいな…

国語科で目指すべき
子どもの姿って…
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

　

地
販
地
消
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
複
写
複
製
・
公
衆
送
信

禁
止
ポ
ス
タ
ー
の
活
用
を
確
認
。
教
材
士
研
修
制
度
へ

の
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
全
図
協
事
業
に
つ
い
て
確
認
。

◆
滋
賀
県
協
会
（
寺
村
充
弘
会
長
）

　

教
師
用
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
情
報
交
換

　

①
８
月
２
日
、
②
彦
根
市
「
彦
根
勤
労
福
祉
会
館
」
、

③
教
育
同
人
社
・
廣
木
真
人
営
業
本
部
販
売
グ
ル
ー
プ

チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
上
敷
領
要
営
業
担
当
。

　

特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
教
師
用
書
の
発
注
方
法

や
会
計
処
理
に
つ
い
て
情
報
交
換
。

◆
奈
良
県
協
会
（
岡
本
貴
志
会
長
）

　

教
材
費
の
早
期
回
収
文
書
作
成
の
方
針
を
確
認

　

①
８
月
２
日
、
②
北
葛
城
郡
「
ふ
る
さ
と
会
館
グ

リ
ー
ン
パ
レ
ス
」
。

　

新
学
期
の
採
用
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
。
教
材
費

の
集
金
が
遅
延
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
回
収

文
書
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
に
。

◆
長
野
県
協
会
（
杉
崎
孝
一
会
長
）

　

総
会
後
に
講
演

　

会
を
開
催

　

①

８

月

３

日
、

②
松
本
市
「
ホ
テ

ル
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ

松
本
」
、
③
全
図
協
・

宍
戸
亮
太
事
務
局

次
長
。

　

今
年
度
も
教
材

費
早
期
代
金
回
収

文
書
や
複
写
複
製

禁
止
文
書
の
送
付
を
事
業
計
画
に
。

　

総
会
後
に
宍
戸
事
務
局
次
長
に
よ
る
「
学
校
現
場
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
こ
れ
か
ら
の
学
校
直
販
」
と
題
し
た

講
演
会
を
開
催
。

◆
島
根
県
協
会
（
加
田
敏
子
会
長
）

　

若
手
研
修
会
の
開
催
を
確
認

　

①
８
月
３
日
、
②
出
雲
市
「
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
」
、

③
新
学
社
・
川
井
史
小
学
事
業
部
営
業
部
兼
教
具
企
画

部
長
、
勝
谷
剛
中
学
事
業
部
営
業
部
長
代
理
。

　

見
本
の
簡
素
化
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
対
策
に
つ

い
て
協
議
し
た
ほ
か
、
教
師
用
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
情
報
交
換
。
今
秋
に
若
手
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と

を
確
認
。

◆
山
形
県
協
会
（
富
樫
和
幸
会
長
）

　

今
後
の
図
書
教
材
協
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
講

　

演
会
を
開
催

　

①
８
月
４
日
、
②
山
形
市
「
山
形
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
」
、
③
文
溪
堂
・

河
﨑
章
営
業
部
長
、

全
図
協
・
渡
部
竜

士
専
務
理
事
。

　

任
期
満
了
に
伴

う

監

事

の

改

選
。

特
別
支
援
学
級
の

教
師
用
書
の
有
償

化
に
つ
い
て
意
見

交
換
。

　

総
会
後
に
渡
部

専
務
理
事
に
よ
る

「
今
後
の
図
書
教
材
協
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と
題 山形県協会

長野県協会

 〒380-8688 長野市南千歳町 1005 ●Tel 026-224-5411 ●Fax 026-224-5419 ●https://toho.tokyo-horei.co.jp/ 

 

※上記は啓林１年の場合で、計 10回分を掲載。

スステテッッププＣＣ 定定期期テテスストトににそそななええよようう  

好
評

啓 

東 

大日 

→ 数単元ごとに散りばめて掲載。 

11・・22・・33 年年  

ダダブブルルトトラライイかからら CCOOMM..--PPAASSSS へへ……  

定定期期テテスストト対対策策はは『『CCOOMM..--PPAASSSS理理科科』』がが最最適適!!!!  

計 9～12回分（学年・

準拠により相違）を

ご用意。 
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

◆
長
崎
県
協
会
（
中
井
寛
会
長
）

　

業
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

①
８
月
７
日
、
②
佐
賀
県
嬉
野
市
「
う
れ
し
の
市
民

セ
ン
タ
ー
」
③
東
京

法
令
出
版
・
福
岡
隆

昭
営
業
部
長
、
全
図

協
・
渡
部
竜
士
専
務

理
事
。

　

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
動
向
や
業
界
諸
課

題
、
全
図
協
事
業
に

つ
い
て
意
見
交
換
。

著
作
権
や
Ｗ
ｅ
ｂ
発

注
シ
ス
テ
ム
啓
発
等

を
事
業
計
画
に
。

◆
秋
田
県
協
会
（
石
郷
岡
修
一
会
長
）

　

教
師
用
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

①
８
月
８
日
、
②
秋
田
市
「
イ
ヤ
タ
カ
」
、
③
浜
島

書
店
・
木
村
修
営
業
部
長
。

　

教
師
用
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た

ほ
か
、
教
材
費
の
早
期
回
収
に
向
け
た
学
校
へ
の
働
き

か
け
に
つ
い
て
協
議
。

◆
和
歌
山
県
協
会
（
角
田
哲
夫
会
長
）

　

役
員
改
選
、
新
会
長
に
田
村
洋
一
氏

　

①
８
月
８
日
、
②
和
歌
山
市
「
プ
ラ
ザ
ホ
ー
プ
」
、

③
光
文
書
院
・
市
川
文
彦
営
業
統
括
営
業
部
長
。

　

事
業
計
画
・
予
算
案
な
ど
は
提
案
通
り
承
認
。

　

役
員
改
選
を
行
い
、
新
会
長
に
田
村
洋
一
氏
を

選
任
。

ン
デ
ィ
ア
芳
泉
」
、
③
教
育
同
人
社
・
徳
重
弘
樹
取
締

役
営
業
本
部
長
。

　

支
部
編
成
に
関
す
る
協
会
規
約
を
改
定
し
、
４
支

部
か
ら
２
支
部
編
成
に
。
教
育
同
人
社
・
徳
重
取
締

役
営
業
本
部
長
に
よ
る
「
教
育
現
場
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
現
状
と
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
」
と
題
し
た
講
演

会
を
開
催
。

◆
山
口
県
協
会
（
進
藤
充
宏
会
長
）

　

小
規
模
校
対
策
等
に
つ
い
て
協
議

　

①
８
月
４
日
、
②
山
口
市
「
小
郡
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」、
③
新
学
社
・
川
井
史
小
学
事
業
部
営
業
部
兼

教
具
企
画
部
長
、
勝
谷
剛
中
学
事
業
部
営
業
部
長
代
理
。

　

教
師
用
書
の
取
り
扱
い
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

な
ど
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
。
小
規
模
校
対
策
事
業
に

関
す
る
方
針
を
確
認
。

◆
茨
城
県
協
会
（
風
見
正
典
会
長
）

　

協
会
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
協
議

　

①
８
月
５
日
、
②
水
戸
市
「
水
戸
三
の
丸
ホ
テ
ル
」
。

　

総
会
等
の
出
席
率
向
上
に
向
け
て
、
地
区
会
の
開
催

や
出
席
要
請
の
強
化
を
確
認
。
来
年
度
よ
り
役
員
に
副

担
当
を
設
け
る
こ
と
を
確
認
。

◆
熊
本
県
協
会
（
上
野
雅
嗣
会
長
）

　

今
年
度
の
重
点
的
な
活
動
方
針
を
確
認

　

①
８
月
５
日
、
②
熊
本
市
「
熊
本
テ
ル
サ
」
、
③
東

京
法
令
出
版
・
福
岡
隆
昭
営
業
部
長
。

　

今
年
度
の
重
点
的
な
活
動
と
し
て
、
業
界
を
発
展
さ

せ
る
活
動
、
若
手
販
売
店
の
活
動
の
活
性
化
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
へ
の
対
応
な
ど
を
確
認
。
各
支
部
会

活
動
を
報
告
。

す
る
講
演
会
を
開
催
。

◆
神
奈
川
県
中
学
協
会
（
宮
台
賢
一
郎
会
長
）

　

規
約
を
一
部
改
定

　

①
８
月
４
日
、
②
横
浜
市
「
メ
ル
パ
ル
ク
横
浜
」
、

③
五
ツ
木
書
房
・
河
村
匡
剛
取
締
役
営
業
部
長
。

　

役
員
任
期
や
会
費
に
関
す
る
規
約
を
改
定
。
ブ
ロ
ッ

ク
の
活
動
を
報
告
。

◆
静
岡
県
協
会
（
川
上
忠
男
会
長
）

　

10
月
に
加
盟
社
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
研
修
会
開
催
を

　

確
認

　

①
８
月
４
日
、
②
静
岡
市
「
中
島
屋
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
。

　

10
月
に
小
・
中
学
に
分
か
れ
て
加
盟
出
版
社
の
デ
ジ

タ
ル
教
材
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
や
、
２

学
期
分
よ
り
小
学
校
の
拠
出
金
額
を
10
銭
に
減
額
す

る
こ
と
、
公
平
採
択
文
書
の
送
付
は
来
年
度
よ
り
見
送

る
こ
と
な
ど
を
承
認
。

◆
三
重
県
協
会
（
岡
本
拓
己
会
長
）

　

支
部
会
よ
り
各
地
区
の
情
勢
を
報
告

　

①
８
月
４
日
、
②
津
市
「
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

津
」
、
③
学
宝
社
・
高
橋
政
和
営
業
部
長
、
全
図
協
・

宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
。

　

支
部
会
よ
り
各
地
区
の
情
勢
を
報
告
。
教
師
用
書

に
関
す
る
取
り
扱
い
や
県
内
の
状
況
に
つ
い
て
情
報

交
換
。

◆
福
井
県
協
会
（
酒
井
秀
夫
会
長
）

　

規
約
の
一
部
改
定
を
承
認

　

①
８
月
４
日
、
②
あ
わ
ら
市
「
あ
わ
ら
温
泉　

グ
ラ

長崎県協会
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

◆
岩
手
県
協
会
（
熊
谷
佐
智
夫
会
長
）

　

全
図
協
主
催
の
研
修
会
へ
の
参
加
を
要
請

　

①
８
月
９
日
、
②
盛
岡
市
「
ホ
テ
ル
紫
苑
」
、
③

浜
島
書
店
・
牧
野
由
紀
夫
営
業
部
課
長
統
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
全
図
協
主

催
の
研
修
会
へ
の
参
加
を
要
請
。

◆
岡
山
県
協
会
（
松
岡
幹
会
長
）

　

業
界
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催

　

①
８
月
９
日
、②
岡
山
市
「
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
」、

③
秀
学
社
・
徳
利
竜
司
営
業
部
長
代
理
、
全
図
協
・
渡

部
竜
士
専
務
理
事
。

　

支
部
会
や
小
・

中
学
部
会
の
開
催
、

自
主
基
準
の
徹
底
、

若
手
の
情
報
交
換

会
・
研
修
会
等
の

開
催
な
ど
を
事
業

計
画
に
。

　

総
会
後
に
、
渡

部
専
務
理
事
に
よ

る
「
業
界
の
展
望

と
課
題
」
と
題
す

る
講
演
会
を
開
催
。

◆
広
島
県
協
会
（
皿
田
弘
美
会
長
）

　

支
部
会
の
充
実
、
自
主
基
準
の
徹
底
な
ど
を
事
業
計

　

画
に

　

①
８
月
９
日
、
②
広
島
市
「
広
島
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
テ
ル
」
、
③
秀
学
社
・
辻
田
吉
平
営
業

部
長
。

　

全
図
協
主
催
の
研
修
会
へ
の
参
加
を
要
請
。
支
部
会

等
の
充
実
、
自
主
基
準
の
徹
底
、
直
販
シ
ス
テ
ム
の
堅

持
と
新
た
な
発
展
へ
の
施
策
な
ど
を
事
業
計
画
に
。

◆
宮
崎
県
協
会
（
上
杉
兼
一
会
長
）

　

役
員
改
選
、
新
会
長
に
森
誠
樹
氏

　

①
８
月
９
日
、②
宮
崎
市
「
宮
崎
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
」。

　

支
部
会
活
動
の
報
告
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ

の
対
応
に
つ
い
て
協
議
。

　

役
員
改
選
を
行
い
、
新
会
長
に
森
誠
樹
氏
、
小
学
部

会
長
に
上
田
修
平
氏
、
中
学
部
会
長
に
川
畑
賢
太
郎
氏

を
選
任
。

◆
福
島
県
協
会
（
加
藤
裕
昭
会
長
）

　

学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換

　

①
８
月
18
日
、
②
郡
山
市
「
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱

海
」
、
③
文
溪
堂
・
松
村
吾
朗
営
業
部
長
。

　

学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

情
報
交
換
。

◆
鹿
児
島
県
協
会
（
八
代
和
彦
会
長
）

　

業
界
の
諸
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

　

①
８
月
18
日
、
②
鹿
児
島
市
「
ホ
テ
ル
吹
上
荘
」
、

③
図
書
文
化
社
・
二
階
堂
知
広
取
締
役
営
業
部
長
。

　

特
別
支
援
学
級
の
教
師
用
書
の
取
り
扱
い
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
、
電
子
帳
簿
保
存
法
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
。

◆
青
森
県
協
会
（
其
田
繁
会
長
）

　

早
期
代
金
支
払
い
の
お
願
い
文
書
事
業
を
継
続

　

①
８
月
19
日
、②
青
森
市
「
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
」。

　

早
期
代
金
支
払
い
の
お
願
い
文
書
事
業
継
続
実
施
を

承
認
。
今
年
度
よ
り
３
年
間
年
会
費
を
１
万
円
に
減
額
。

◆
福
岡
県
協
会
（
吉
原
賢
太
郎
会
長
）

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催

　

①
８
月
19
日
、
②
福
岡
市
「
八
仙
閣
」
、
③
正
進
社
・

杉
山
陽
介
営
業
部
次
長
、
森
屋
昌
洋
営
業
担
当
。

　

各
支
部
か
ら
の
活
動
報
告
や
全
図
協
事
業
を
確
認
。

　

総
会
後
に
税
理
士
法
人
恒
輝　

福
田
税
務
／
労
務

合
同
事
務
所
・
福
田
英
一
所
長
に
よ
る
「
教
材
業
界
で

進
め
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
税
務
／
労
務
の
取
り
組

み
方
」
と
題
し
た
研
修
会
を
開
催
。

◆
佐
賀
県
協
会
（
前
田
信
俊
会
長
）

　

図
書
教
材
の
採
用
促
進
活
動
等
を
事
業
計
画
に

　

①
８
月
20
日
、
②
佐
賀
市
「
ホ
テ
ル
龍
登
園
」
、
③

東
京
法
令
出
版
・
工
藤
敦
取
締
役
営
業
本
部
長
。

　

協
会
組
織
の
運
営
強
化
、
図
書
教
材
の
採
用
促
進
活

動
、
複
写
複
製
禁
止
の
啓
発
宣
伝
等
を
事
業
計
画
に
。

◆
富
山
県
協
会
（
清
沢
伸
之
会
長
）

　

教
材
費
の
早
期
回
収
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

　

て
情
報
交
換

　

①
８
月
21
日
、
②
富
山
市
「
ボ
ル
フ
ァ
ー
ト
と
や

ま
」
、
③
教
育
同
人
社
・
廣
木
真
人
営
業
本
部
販
売
グ

ル
ー
プ
チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

　

教
材
費
の
集
金
時
期
の
変
化
や
早
期
回
収
に
向
け

た
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
情
報
交
換
。
今
年
度
よ
り
年

会
費
を
２
万
５
千
円
に
減
額
。

◆
兵
庫
県
協
会
（
浪
崎
真
会
長
）

　

設
立
七
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催

　

①
８
月
21
日
、
②
姫
路
市
「
姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
グ
ラ

岡山県協会
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２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

２
０
２
３
年(

令
和
５
年)

９
月
25
日　

図
書
教
材
新
報

発
行
所　

一
般
社
団
法
人
日
本
図
書
教
材
協
会　
　

編
集
人　

新
井
啓
美
・
宍
戸
亮
太　
　

発
行
人　

渡
部
竜
士　
　

〒
１
６
２
‐
０
８
３
１ 

東
京
都
新
宿
区
横
寺
町
64
‐
２　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

03
‐
３
２
６
７
‐
１
０
４
１

お
知ら

せ

お
知ら

せ

＝
都
道
府
県
協
会　

会
員
だ
よ
り
＝

☆
退
会
社
☆

　

佐
賀
県･

･
･

飯
盛
教
材
（
佐
賀
市
）

　

佐
賀
県･

･
･

松
尾
教
材
（
武
雄
市
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【お問い合わせ・お申し込みは】  
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制制度度のの特特色色   
2021年度の配当金 

　

今
年
は
、
息
子
が
幼
稚
園
で
も
ら
っ

て
き
た
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
を
育
て
て
い
る

の
で
す
が
、
朝
か
ら
晩
ま
で
ケ
ー
ス
を

見
に
行
っ
て
は
、
「
ご
は
ん
た
べ
て
る

よ
」「
か
く
れ
て
る
よ
」「
木
を
は
さ
ん
で
る
」
と
報
告

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
虫
に
興
味
を
も
っ
た
み
た
い

で
、
こ
の
時
期
、
夜
に
な
る
と
鳴
く
虫
の
声
に
反
応
し

て
、
庭
に
捕
ま
え
に
行
き
た
い
と
言
っ
た
り
、
ど
う

し
て
夜
に
だ
け
鳴
く
の 

と
素
朴
な
疑
問
を
口
に
し
た

り
、
関
心
の
広
が
り
を
感
じ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
鳴
く

時
期
・
時
間
帯
に
は
気
温
が
関
係
し
て
い
る
そ
う
で
、

息
子
の
質
問
に
「
暑
い
昼
間
は
大
変
だ
か
ら
か
な
？
」

と
、
と
り
あ
え
ず
返
し
た
の
も
、
あ
な
が
ち
間
違
い
で

も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
み
）

編集
後記

ン
ヴ
ィ
リ
オ
ホ
テ
ル
」、
③
秀
学
社
・
辻
田
吉
平
営
業
部

長
、
全
図
協
・
宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
、
杉
田
真
衣
職
員
。

　

小
・
中
学
部
会
を
開
催
。
総
会
後
に
は
設
立
七
十
周

年
記
念
式
典
を
開
催
し
、
会
員
、
従
業
員
、
出
版
社
、

事
務
局
か
ら
総
勢
42
名
が
出
席
。
式
典
で
は
協
会
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
祝
辞
、
加
盟
出
版
社
か
ら
の

祝
電
が
紹
介
さ
れ
、
歴
代
会
長
へ
の
感
謝
状
授
与
式
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
を
行
っ
た
。

◆
宮
城
県
協
会
（
高
橋
充
会
長
）

　

今
年
度
の
採
用
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

　

①
８
月
26
日
、
②
大
崎
市
「
味
処
さ
ん
わ
」
。

　

各
支
部
よ
り
活
動
報
告
。
新
学
期
及
び
新
一
年
生
用

品
の
販
売
状
況
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
へ
の
対
応

に
つ
い
て
情
報
交
換
。

◆
北
海
道
協
会
（
三
橋
宣
由
会
長
）

　

総
会
後
に
講
演
会
を
開
催

　

①
９
月
２
日
、
②
札
幌
市
「
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
、

③
日
本
標
準
・
森
田
祐
樹
営
業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
全

図
協
・
宍
戸
亮
太
事
務
局
次
長
。

　

七
十
周
年
記
念

事
業
の
企
画
や
11

月
に
販
売
店
向
け

研
修
会
を
開
催
す

る
方
針
を
承
認
。

　

総
会
後
に
㈱
内

田
洋
行
・
大
久
保

昇
社
長
に
よ
る
「
日

本
の
課
題
と
こ
れ

か
ら
の
学
校
教
育

―
教
育
Ｄ
Ｘ
は
脅

北海道協会

威
か
チ
ャ
ン
ス
か
―
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。

◆
大
分
県
協
会
（
高
野
哲
久
会
長
）

　

総
会
後
に
基
調
講
演
を
開
催

　

①

９

月

９

日
、

②
大
分
市
「
コ
ン

パ
ル
ホ
ー
ル
」
、
③

図
書
文
化
社
・
二

階
堂
知
広
取
締
役

営
業
部
長
、
全
図

協
・
渡
部
竜
士
専

務
理
事
。

　

台
風
の
影
響
に

よ
り
８
月
か
ら
一

カ
月
延
期
し
て
開

催
。
各
支
部
よ
り

活
動
報
告
と
意
見
交
換
。
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
分
県
開
催

（
10
月
）
へ
の
協
力
を
確
認
。
総
会
後
に
、
全
図
協
・

渡
部
専
務
理
事
に
よ
る
「
変
化
す
る
教
育
行
政
、
そ
し

て
私
た
ち
は
何
を
提
案
す
る
か
」
、
図
書
文
化
社
・
二

階
堂
取
締
役
に
よ
る
「
新
学
期
分
析
と
全
国
の
状
況
、

直
販
の
こ
れ
か
ら
」
、
高
野
会
長
に
よ
る
「
私
た
ち
が

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
令
和
の
日
本
型
教
育
と
は
？
」
と
題

し
た
基
調
講
演
を
開
催
。

大分県協会


